
　有明海に面した本町では、主に海苔・アサリの水産業がさかんです。海の気候変動や環境の変化の影響を

受けやすい養殖業を持続可能で確立した産業とするため、近年、大学や企業と連携した海の漁場環境改善

や水産資源の生息環境の研究など調査・実証実験を実施しています。海の恵みを復活させ、生産量および

産出額の向上を目指すとともに、地域資源を活かした加工食品の開発など６次産業化への取り組みを推進

します。

有明海の水産資源の再生に向けて

くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト

〈SDGs〉関連するゴール

分 類

▶▶▶ 長洲町

水産振興による
地域活性化事業

有明海に浮かぶ雲仙普賢岳

ここがポイント
　長洲町では水産資源の再生を目指すとともに有明海の
干潟環境保全に対する取り組みも行っています。また、
有明海は干潟だけでなく夕景も美しく、隣市の荒尾市から
長洲町までを繋ぐウォーキングコースから見える景色は
後世に残したい風景です。

海の恵み再生！６次産業化事業

農林水産振興

総事業費
10,000千円

寄附目標額　10,000千円

計画期間
2021年4月1日～2026年3月31日

数値目標
●町内企業における新規雇用者数
　………………750人（2020～2024）
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